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論文内容の要旨
[目 的] 医療情報システムにおいて、入出力の合理化、また蓄積された情報を多角的に入出力することを考慮し
た場合、自然言語処理インターフェースは極めて合理的で、ある。これらを実装した場合の、言語知識を抽出する方法
論の確立に向けて、その利用における可能性を提示することを目的とする。
[方法・結果]
1. 新しい Medical Record のための分類法・並びに情報構造の確立
自然言語処理を踏まえ、認知科学的な観点から医療行為者の典型的状況変化に基づいて記録が可能になる新しい
分類法(格フレーム分類法)、ならびにそれを記述するための構造 (Situation-Oriented Medical Record) を考
案し、これに基づく診療記録ナピゲーションシステム、また、これを実装した電子カルテシステムのプロトタイ
プを構築した。
2. 言語知識取得のための大規模文章情報 (Corpus) の利用
次の課題となったのが、自然言語で書かれた患者の情報を如何に自動的に処理するのかということであった。そ
の実現のための知識取得を目的として、実際に現場で記述されている多くの文章を集積し、そこから種々の言語
知識を取得することを考案した。そして、医療の文章を分析する上で、の最小構成単位で、ある用語集(和・英・対
訳含めて約 30 万語)を作成した。
3. Corpus の作成
コーパスには、一般的な言語知識を内包しているものも重要であるとともに、ある現場における特定の情報抽出
も効果が期待できる。そこで、医療においてシステム化が困難であり、より多く自然言語が用いられている現場
でのコーパス作成、またこれらの現場における遠隔コミュニケーションの適応を踏まえ、精神病院とその付属施
設における医療従事者のコミュニケーション、また、看護領域における在宅患者のフォローアップ、調査などを
ネットワーク上で可能にするシステムを開発し、運用した。
また、インターネットを用いたコーパス作成法として、巡回エンジンを用いて医療文章を自動的に取得するシス
テムを開発、また、大阪大学医学部付属病院で記述された一年分の放射線診断レポートや、医療情報学連合大会
などの電子論文集なども用いて各分野のコーパスを作成した。
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4. Corpus からの知識取得
コーパスからの知識取得・利用として、文章の価値を判定するという観点から、大量の文章情報においてユーザ
ーが要求する文章を合理的に検索するという場面を想定し、英英訳辞書を用いて、説明用語の頻度から算出した
重み付けを各文章に与えることを考案し、これを先の巡回ロボットシステムと組み合わせて Web 上検索エンジ
ンとして応用的に実装した。また、放射線診断レポート (2000 年・日本語記載 48564 件)、に対して、日本語の
医療用語集 (239903 語)を用いて用語解析を行い、利用されている用語の基本的統計量の算出とともに、言語
知識として語句の分野依存性に着目し二れを抽出した。具体的には、モダリティ・撮影部位別 (69 種類)に対し
て、各分類で用いられている用語に対して rTF.IDF 重み付けJ を応用して重要度を数量化し、これに基づく重
要語を算出した。これには、例えば rX-TV ・胸部J の場合なら、「気管支鏡、気胸J などが抽出された。また、
これらの重要語を用いてテストデータ (1999 年放射線診断レポート・ 701 個)の自動分類を試み、実際の分類と
照合した。結果、テストデータに対して文字数の多い (400 字以上)のレポートでは、各重要語のもつ重要度の
和を各分類において上位 80 個採用した場合による自動分類は、 80%の正答率で、あった。
[総括]
格フレームや Situation-orientedmedical record という情報構造に基づいて構築した分類法は、他の分類法以上に
自然言語を扱うことが可能である。また近年の計算機の発展により、実際に利用されている言語そのものを大量に扱
うことが可能になり、コーパスを利用するという方法論を提示できた。そして、これらの方法論によって得られた言
語知識は、医療分野においてこそ独自の利用法が多く考えられる。というのは、医療分野は MML (Medical Markup 
Language) や DICOM-SR などに見られるように、多くの規格化・標準化が進められているためである。すなわち、
これらの規格の存在によって、実際に記述される文章の内容の関係をこれら言語分析に基づく知識によるブリッジン
グがしやすく、またその効果は極めて大きいものと考えられる。
今後は、言語解析の方法論の確立・精微化とともに、現場での自然言語入力情報と、各規格との関係を明らかにし、
自動自然言語処理に繋げてゆく所存である。
• 論文審査の結果の要旨
本論文は、医療情報システムが本来持つべき機能である入力情報の網羅性と、入力業務の効率性の両方を満たすた
めの自然言語入力インターフェースの実装への方針について述べている。具体的には、医療の情報で、あっても結局そ
の情報を扱うのはヒトであることから、ヒトの認知に即した新しい情報モデルを提示し、また、実際に医療現場で入
力された文章情報である放射線読影レポートを大規模に集積し、統計的な自然言語処理の手法を導入した上で、シス
テムによる自動的な内容抽出・分類を試みている。このような試みは新規性に富み、またこれからの医療における自
然言語処理研究における主流となることが予想される。よって、本論文は学位の授与に値すると考えられる。
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